
 
−入会案内書− 

 

   
 
精力善用 
心身の持つすべての力を最大限に生かして、社会のために善い方向に用いることです。 

 

自他共栄	
 
相手に対し敬い、感謝することで、信頼し合い、助け合う心を育み、自分だけでなく他人と

共に栄えある世の中にしようとすることです。 

 

 

ホームページアドレスhttp://www.yoshimoto-judo-therapist.com/	
 	
 	
 

 



教室の運営について 
 
本教室は、２０１６年１１月にできたばかりの、まさにこれから始

まろうとしている全く実績のない少年柔道教室です。しかしながら、

柔道を通じて子どもたちが持つ大きな可能性を伸ばしていくことを

目的に指導員もより正しい柔道、声がけを念頭に置き情熱を持って

研鑽を積みながら取り組んでいきます。 
結果的に柔道が強くなるのはもちろんですが、思いやりのある強く

たくましい、優しくて前向きな子供たちを育んでいきます。 
将来、オリンピックで活躍する卒業生に恵まれて、道場の仲間で応

援に行ける日を信じて、共に成長していける道場にしていきます。 
 
また、柔道の稽古以外にも、「お花見」「バーベキュー」「クリスマス

会」「忘年会」など、子供たちの楽しい思い出に残るような行事も行

っていきます。 
 
尚、稽古は安全面を最優先に行っていきますが、万一怪我等が発生

した場合には入会規則に基づく対応とさせていただきます。 
 
 

練習場所：よしもと接骨院川添道場院内柔道場 

練習時間：基本週４回（以下の通り） 

	
 	
 	
 	
 	
 火曜・水曜	
 午後 6:00〜８:00	
 	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 土曜・日曜	
 午前 8:00〜10:00 

月会費	
 ：3000円 

 
 
 



 
 

尚武館吉本道場入会規則 

 
１.	
 本会は、尚武館吉本道場と称し、柔道により心身を修養すると共に、会員相
互の交友を厚くして良好な人格形成の向上に寄与することを目的とする。 

２.	
 本会は、よしもと接骨院川沿い道場院併設道場にて実施する。 
３.	
 本会の会員は、入会金及び月会費の他にスポーツ傷害保険を納める。 
会費は毎月の最初の練習日に納める。 
入会金	
 	
 	
 円､	
 	
 	
 月会費 3000円 
スポーツ安全保険料	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 800円 

４.	
 練習は安全を最優先にして行うが、万一怪我等が発生した場合の責任はスポ
ーツ安全保険の限りとする。（スポーツ安全協会ホームページを参照してく

ださい。） 
５.	
 入会希望者は、事前に入会願書を提出し許可を受けるものとする。 
 

主な大会および年間行事予定 
４月	
 	
 	
 県スポーツ少年団大会、お花見会 
５月	
  
６月	
 	
 	
 県小学生体重別大会、室戸武道大会、宿毛少年柔道大会 
７月	
 	
 	
 柔整師杯県少年柔道大会 
８月	
 	
 	
 土佐市大会 
９月	
  
１０月	
 	
 大豊大会 
１１月	
 	
 南国柔道大会、四国交流三四郎のつどい 
１２月	
 	
 ライオンズ杯少年柔道大会、越知少年柔道大会、クリスマス会 
１月 
２月	
 	
 	
 県少年錬成大会 
３月	
 	
 	
  
 
 



 
 

尚武館吉本道場	
 組織一覧 
 
[役員] 
代表	
 	
 	
 	
 吉本	
 大輔	
 	
 	
 	
 本会を代表し、会務を総括する。 
副代表	
 	
 	
 二神	
 浩一	
 	
 	
 	
 会長を補佐し、会長に事故がある時は	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 山中	
 智文	
 	
 	
 	
 これを代行する。 
会計	
 	
 	
 	
 山中	
 靖代	
 	
 	
 	
 会計事務を担当する。 
庶務	
 	
 	
 	
 山本	
 紀美 
相談役	
 	
 	
 山中	
 善夫	
 	
 	
 	
 重要な会務について代表の相談に応ずる 
 
[指導体制] 

師範	
 	
 	
 	
 山中	
 善夫 
師範代	
 	
 	
 吉本	
 大輔 
監督	
 	
 	
 	
 山中	
 肇久 
指導員	
 	
 	
 山中	
 智文	
 	
 石河	
 	
 匠	
 	
 二神	
 浩一	
 	
 西田	
 	
 寛	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 徳弘	
 哲弥	
 	
 寺脇	
 祐助    藤原	
 真輝	
 	
 野瀬	
 将志 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 須佐美亮太	
 	
 中川	
 琴絵	
 	
 山中	
 翔太	
 	
  
トレーナー	
 籠場	
 友哉	
 	
 	
  
 
 
※緊急時医療許可証について練習時、合宿時、大会参加時などに、子供達が大

きな負傷、緊急を要する負傷をした場合、即座に病院にて医師の診断、治療を

受けなければなりません。しかし、厳密には医師は、たとえ負傷している子供

がいても、未成年である以上、保護者の許可なく医療行為はできません。そう

いった事態の時に有効になるのが緊急時医療許可証です。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 

	
 


